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研究成果の概要（和文）：感性を評価するためには，感性を表現し，比較でき，場合によっては

演算できることが望ましい。本研究では，非言語型の感性調査から数値パラメータ群で感性を

評価する感性パラメータを用いて，視覚，聴覚，臭覚などの異なった感受経路の感性を統一的

に評価できないか検討を行った。その結果，感性パラメータ法で，視覚感性と臭覚感性におい

て等価評価が可能であることが示唆された。 
 
研究成果の概要（英文）：It should be required for evaluation of KANSEI that KANSEI is 
expressed in numerically , compared each other and computed for advanced investigation. 
KANSEI parameter method is a one of non-verbal information tools and it can describe 
KANSEI information in list of numerical number。 The result of this research shows that 
sense of smell and sight are evaluated in equivalent meanings. 
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 直接経費 間接経費 合	
 計 
2007年度 1,200,000	
 360,000	
 1,560,000	
 

2008年度 900,000	
 270,000	
 1,170,000	
 

2009年度 1,200,000	
 360,000	
 1,560,000	
 

年度 	
 	
 	
 

	
 	
 年度 	
 	
 	
 

総	
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研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：情報学・感性情報学・ソフトコンピューティング 
キーワード：感性情報処理，感性工学 
 
１．研究開始当初の背景 
	
 感性がどのような情報を受け取ったかと
いうことを，従来の研究の多くは感性語を用
いたアンケートで調査し，それを SD法など
の解析手段で分析している。感性パラメータ
法は，研究代表者が提案した非言語系の感性
情報収集分析手段で，平成１６年より３年間
に亘り科学研究費補助金を得て，基礎的な研

究を行った。SD 法のアンケートにあたる部
分を２色配色のパターン図の選択に置き換
え，選ばれた図のもつ物理的な特徴（前景図
形の面積や周囲長，配置や個数など）をパラ
メータとして数値解析を行う方法である。非
言語による調査であるため，言葉に対する先
入観・認識の差違による弊害を回避できる特
徴がある。また，図形の形状・色彩データを
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直接一次データとするので，客観的な数値デ
ータを得やすい。これまでの研究では，視覚
（絵画鑑賞），聴覚（楽曲分類），視覚と聴覚
の複合（映像）および臭覚（香水の特徴分類）
を取り上げ，感性対象（オブジェクト）と感
性主体（被験者）の両面より感性情報を分析
できることが示すことができた。その過程で，
感性パラメータの多変量解析，集合分析およ
びクラスタリングなどの解析手段について
検討を行った。 
	
 これまでの研究成果から示されるように，
感性パラメータ法は五感をはじめとする
様々な感性情報を同一のパラメータで示す
ことができるのが特徴である。しかし，実用
に供するためには，多くのオブジェクトに対
し，多くの被験者のデータを蓄積してパラメ
ータをそれら間で標準化することが必要で
ある。そのためには，適切な調査方法および
分析結果を公開しつつ広くパブリックなデ
ータを収集する必要があることが分かった。 
 
２．研究の目的 
 
（1）感性パラメータ法による，触覚・味覚
の感性情報調査 
 
	
 まず，いままでの研究で扱わなかった五感
要素のうちの触覚，味覚について調査方法を
確立し，感性パラメータでの調査・分析を行
う必要がある。以下の（2）に述べるような，
抽象化された感性パラメータを研究するた
めには，五感全てにおいて感性パラメータを
測定できることが大切である。触覚について
は，感性的な表現が用いられやすい布地の手
触りを対象として取り上げる。また，味覚に
ついては，甘い，辛い，にがいなどは色彩的
な固定観念が強く調査を難しくするので，同
一の味覚種の中で微妙な違いを感性パラメ
ータで分析・分類することを行うことを目的
とした。 
 
（2）五感における感性パラメータの統一的
な取り扱いと感性パラメータの抽象化 
 
	
 五感に対して調査した感性パラメータを
統一的に分析し，さらに抽象的な概念を持つ
感性パラメータを定義づけることを目的と
した。抽象的な概念の感性パラメータとは，
測定された感性パラメータから多変量解析，
ラフ集合等によって，広い概念のパラメータ
へ変換していくことである。このように，
別々の感受対象を分類し，パラメータを抽象
化することで，感性の本質を表現する感性パ
ラメータに近づけることができる。 
 
（3）感性パラメータ測定・解析手法の公開
と標準化 

	
 感性パラメータ調査シートの公開，感性パ
ラメータ調査の Web 化を行って，感性パラ
メータ調査が簡便に追試できる環境を整え
ることを目的とした。これを広く利用しても
らうことで感性パラメータ法の標準化を検
討していく必要がある。 
 
３．研究の方法 
	
 
(1)触覚，味覚は感受に作業が伴うので，ア
ンケートシートでの感性パラメータの測定
が困難な場合がある。この障害を避けるため
に，アンケートシート以外に，タッチパネル
モニターを用いたでアンケート調査が行え
るようにシステムを製作した。触覚における
コンテンツは，材質を変えたブロックを基準
として，主な分類対象を布地とする。味覚は，
ペースト状の食品を作り，味覚のみを比較で
きるようにする。味覚は味噌汁に加えるうま
み成分の量を変えて，味覚の差異について考
察した。その他，比較のため幾種類かの味覚
要素について比較した。	
 
	
 作成したコンテンツに対して感性パラメ
ータ法による調査および解析を行った。	
 
	
 
(2)五感に関する感性情報計測のうち，コン
テンツの共通性から，オブジェクト側の相違
を分類する。分類にはクラスター法等を用い
た。感性パラメータの測定結果から，オブジ
ェクトの傾向を合わせて，各感覚ごとの補正
された感性パラメータ値を算出し分析した。	
 	
 
	
 
(3)公開用のサーバ機を用意して，セキュリ
ティを確保した公開サイトを立ち上げた。そ
こに，感性パラメータシートの提供，解析ツ
ールのサーバサイドプログラムを構築した。	
 
データベースに蓄積された感性パラメータ
データおよびオブジェクトのクラス情報（調
査目的情報）から標準化のためアルゴリズム
を検討した。	
 
	
 
４．研究成果	
 
	
 
(1)	
 触覚と味覚に関する感性情報調査	
 
①触覚における感性情報	
 
	
 表１にあげる布地の触り心地の比較実験
を行った。	
 
	
 	
 表１．触覚実験に用いた生地	
 

	
 

布地 材質 形状 織り・編み方 その他 

A 麻 織物 平織り 糸(太) 

B 麻 織物 平織り 
糸(細) 
ざらざら 

C 綿 編み物 リブ編み  

D 綿 織物 平織り 刺し子 

E 綿 織物 平織り  

F 
綿 85 
麻 15 

編み物 
スムース 
編み 

 



 

 

予め SD法により触り心地の評価分析を行い，
どのような言葉に集約されるかを調べた。	
 
	
 SD 法の結果から布地の手触りについての
評価の感性語として「貧相さ」「女性らしさ」
「冷たさ」の３つを挙げることができた。こ
れらの要素への関連性の強さによって評価
を分けることとなる。	
 
	
 感性パラメータ法を主成分分析した結果
の主成分得点の散布図が図 1で，クラスター
分析した物が図 2である。	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
図１．感性パラメータ法の主成分分析散布図	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
図２．感性パラメータ法クラスタ図	
 
	
 
	
 まず図 2より AD	
 と BCEFの 2つに大きくグ
ループ分けできることがわかる。A の糸は見
た目にも太く，D は刺し子で糸が太くまとま
っている。どちらとも表面が凹凸している点
で一致している。反対に BCEF はどれも細く
平らであった。そのことより布地の形質から
評価を分ける要因として，糸の太さと凹凸さ
が挙げられることがわかった。さらに図 1，2
で比較すると BCEFのグループは BCEと Fの 2
グループに分けることができる。この 2つの
グループについて印象をきいたところ Fが柔
らかいという印象が多かった。両者の大きな
違いとして手触りが柔らかいか否かである。
F は柔らかく BCE は硬い印象を受ける。そこ
から 3つ目の要因として柔らかさを挙げるこ
とができることがわかった。	
 

②味覚における感性情報	
 
	
 被験者には A,B,C の 3 種類のダシの量が違
うみそ汁の他に表２に示すサンプルについ
て回答してもらった。	
 レモンは市販されて
いるレモン果汁を原液のままで小さじ１杯
の量を使用した。リンゴ,	
 バナナは果実を摺
りおろしペースト状にしたものを小さじ１
杯分使用した。梅ペーストはチューブに入っ
て市販されているものをそのまま使用した。
お粥,	
 カレーは市販されているレトルト品
を加熱して使用した。	
 味噌はダシが入って
いない味噌を 5.5g 使用し，ダシとみそ汁を
器に入れ，お湯 160cc を注いで調理したもの
を使用した。ダシは市販されているうま味調
味料を使用し，ダシの量は A に 0.17g，B に
0.34g，C に 0.51g とした。	
 
	
 それぞれのサンプルを味わった後に感性
パラメータ法のアンケートシートに回答し
てもらった。異なるサンプルを味わう前に水
で口を漱いでもらい，サンプル間の影響がな
いように考慮した。また 3種類のみそ汁の場
合は，すべて飲み終わった後に，おいしいと
感じた順を記号で回答してもらった。	
 	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 図３．計量多次元尺度法	
 
	
 
図３の二次元空間内において,	
 みそ汁 A,B,C,	
 
みそ汁 Aとお粥,	
 リンゴとレモン,	
 リンゴと



 

 

バナナ,	
 梅ペースト,	
 カレーに領域分類で
きる。カレーが二次元空間では独立している
ことがわかる。また，みそ汁 Cがリンゴ寄り
に位置することもわかる。梅，リンゴ，レモ
ンは実は三角形の位置関係にあり，ともに近
いことがわかる。お粥はレトルト品であった
ため塩味がついている。これがうま味の薄い
みそ汁 Aと近い理由と考えられる。	
 
	
 感性パラメータ法による味覚分類したグ
ループの味が,	
 味覚の特徴に酷似している
ように伺える。見方にもよるが，図 2におい
て，領域的に味覚の特徴を反映しているよう
にもみえる。感性パラメータをさらに多次元
に解析することができれば味覚の特徴に対
応した分類を得られる可能性も大きいと推
察される。	
 
	
 以上の結果から，感性パラメータ法で味覚
の大分類が可能であることが示唆された。ま
た,	
 みそ汁 A，B，C は近い位置に存在してお
り,	
 極めて繊細な感性の違いとして捉えら
れている可能性が大きいと示唆される。	
 
	
 
(2)	
 五感における感性パラメータの統一的
な取り扱いと感性パラメータの抽象化 
	
 
	
 表３にしめすように，15 種類の香水，20
種の風景写真，20 種の人物写真を被験者に
別々に提示し，感性パラメータ法で評価して
もらった。比較のために，SD 法による評価も
同時に行った。評価者は，18 歳から 29 歳の
大学生とし，香水の香りについて 46 名，風
景写真について 22 名，人物写真について 20
名から回答を得た。	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 

	
 SD 法および感性パラメータ法によって得
られた評価について，各々の評価対象ごとに
平均値を求め，相関係数を利用した主成分分
析を行った。また，得られた主成分得点につ
いて，ウォード法によるクラスター分析を行
った。	
 
	
 クラスター分析による対象の分類結果を，
図４に示した。得られた樹形図は 4 分割し，
SD法における評価対象のグループを cluster	
 
1~4，感性パラメータ法における評価対象の
グループを cluster	
 5~8 とした。	
 
SD 法における群化を基準とし，図 4（a）と
（b）を比較すると，cluster	
 1 に属する評価
対象のすべてが cluster	
 5 に，cluster	
 4 に
属する評価対象の 77%が cluster	
 8 に，
cluster	
 3 に属する評価対象の 72%が cluster	
 
7 においても群化した。また，cluster	
 2 に
属する評価対象の 38%が cluster	
 5 に，62%
が cluster	
 7 に群化した。以上のことから，
感性パラメータによる評価は，SD 法で得られ
る結果を踏襲して評価できると考察した。	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
図４．クラスター分析による分類(a)SD 法，	
 
	
 	
 	
 (b)感性パラメータ法	
 



 

 

	
 図 4(a）,(b)を比較すると，感性パラメー
タ法による評価の分類傾向は，SD 法に比べ，
属性の影響が弱いことが観察された。例えば，
cluster	
 2 に群化していた香水が，cluster	
 7
においては，香水 F01,	
 F10 と人物写真 P07，
香水 F02 と人物写真 P01,	
 P13，香水 F03,	
 F09
と人物写真 P03，香水 F05,	
 F06,	
 F14 と風景
写真 S19 が，クラスターの細部において群化
した。したがって，感性パラメータ法では，
クラスターの細部において異属性の対象が
群化したことから，SD 法では検出されなかっ
た香水と人物写真，風景写真との印象類似性
が示された。	
 
	
 図 5に，感性パラメータ法の結果を主成分
分析し，第１主成分と第２主成分のマップを
作成したものを示す。	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
図５．感性パラメータ法による香水，人物写	
 
	
 	
 	
 真，風景写真の同時評価	
 
	
 
	
 図５を利用することにより，例えば，従来，
「新製品のコンセプトは，『女性的な甘さ』
とし，既存の香水 F12 や F13 を改良しましょ
う」といった，言葉による説明と既存の製品
との比較を，香りにおける非専門家である企
画者が，香調師やデザイナーに印象を伝えて
いた状況から，「人物写真 P01 や風景写真
S14,S17,	
 S16,	
 S12 に近い印象を与える香水
がないので，X ゾーンに布置されるような印
象を与える新しい香水を開発しましょう。既
存 の 香 水 で は Vanilla 調 の F12,	
 
Green-(Fruity)調の F13 が最も近い印象を持
っています。例えば，P01 に写った女性が使
っていそうで，風景写真では S07,	
 S12,	
 S14,	
 
S16 のようなイメージでお願いします」と，
言葉による印象の説明を排除できる。したが
って，香りに対する非専門家である企画者や
デザイナーは，Vanilla や Green-(Fruity)と

った香りの甘さを，言葉ではなく，写真とい
う視覚情報で共有することができるため，香
調師が専門的に持つ「甘い」という尺度と，
企画者やデザイナーが感覚的・感性的に持つ
「甘い」という尺度のギャップを解消できる
と考察した。	
 
また，香水 F11 は Floral 調であるが，Y ゾー
ン周辺に布置された風景写真には花が写っ
た対象が存在しなかった。したがって，香調
師が記述する「Floral」という表現方法では，
企画者やデザイナーに印象がうまく伝わら
ない可能性が示唆された。そこで，香水 F11
の印象を共有する場合，Y ゾーン周辺に布置
された写真を情報伝達の際に用いると効果
的である可能性が示唆された。	
 
	
 さらに，香水 F10 は香調師によって
「Watery」調と記述されたが，Z ゾーン周辺
に布置された風景写真も，水に関する対象が
写っていた。したがって，香水 F11 を「Watery」
という言葉で印象を共有できるものと推察
されるが，風景写真 S06,	
 S18 とは距離がや
や離れていることから，これらの写真から得
られる印象とはやや異なると考えられる。	
 
以上のことから，属性が異なる評価対象につ
いて，感性的な印象の類似性を評価空間上に
布置し，具体的なオブジェクトの例示を通し
て相手に説明することは，言葉ではうまく説
明できない曖昧な情報を相手に伝達する手
段として有効である。	
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